
七飯町国内交流事業補助金交付規程 

 

第１ 目的 

  この規程は、三木町との交流事業（以下「事業」という。）を推進し、住民相互の親善

と教育、芸術・文化、産業などの振興を図るため、町内の団体に対し、予算の範囲内に

おいて事業の実施に要する経費の一部を補助することを目的とする。 

 

第２ 補助対象事業 

  補助金の交付の対象となる事業（以下「補助事業」という。）は、次に掲げるとおりと

する。ただし、町費による研修若しくは出張又は他の補助制度による補助金の交付を受

けての事業は除くものとする。 

 １. ５名以上で構成される団体が三木町を親善訪問する事業。ただし同一人に対する補

助は２年間に１回を限度とする。 

 ２. 三木町で開催される行事などに派遣される事業。 

 ３. 町内において実施する三木町との交流事業。 

２ 前項第１号及び第２号に掲げる事業は、原則として三木町内に１泊以上するものとす

る。 

 

第３ 交付限度額 

  補助金の交付限度額は、次に掲げるとおりとする。 

 １. 前条第１項第１号に掲げる事業は、１名につき３０，０００円を限度とする。 

 ２. 前条第１項第２号に掲げる事業の限度額は、別に定めるものとする。 

 ３. 前条第１項第３号に掲げる事業は、来町者１名、１泊につき成年５，０００円、未

成年３，０００円を限度とする。 

 

第４ 交付申請 

  補助金の交付を受けようとする者（以下「補助事業者」という。）は、国内交流事業補

助金交付申請書（第１号様式）に必要書類を添えて、町長に提出しなければならない。 

 

第５ 交付決定など 

  町長は、前条の規定により提出された申請書などを七飯町国内交流事業推進委員会で

審査し、適当であると認めた時は、補助金の交付を決定し補助事業者に通知するものと

する。 

２ 町長は、前項の場合において補助金の交付の目的を達成するため必要があると認める

時には、条件を付することができるものとする。 



 

第６ 実績報告 

  補助事業者は、補助事業が完了したときは、その日から起算して１月を経過した日ま

でに、国内交流事業実績報告書（第２号様式）に必要書類を添えて、町長に提出しなけ

ればならない。 

 

第７ 補助金の概算払 

  町長は、必要と認める事業については、補助金の概算払をすることができるものとす

る。 

 

第８ 補助金の返還など 

  町長は補助事業者が次に掲げる事項のいずれかに該当する時は、補助金交付の決定を

取消し、又は変更することができるものとする。この場合において、すでに補助金が交

付されている時は、町長は、その全部又は一部の返還を命ずることができるものとする。 

１. この規程に違反した時、又は補助事業に関して不正があった時。 

２. 補助金交付の条件に違反した時。 

３. 不正の手段により補助金の交付を受け、又は受けようとした時。 

４. 補助事業の実施が著しく不適当と認められる時。 

 

附則 

この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 

 

附則 

この規定は、平成１３年９月１日から施行する。 

 


